
1 

小松島市新ごみ処理施設整備事業に係る処理方式詳細比較・事業スキーム構築業務 

公募型プロポーザル実施要領 

 
 小松島市新ごみ処理施設整備事業に係る処理方式詳細比較・事業スキーム構築業務（以下
「本業務」という。）の内容並びに本業務の委託に係る公募型プロポーザル（以下「本プロ
ポーザル」という。）の各種手続き、要件及び審査等の内容については次のとおりとします。 
 
1. 目的 

本業務は、本市ごみ処理施設整備基本構想（令和６年２月策定）及び同基本計画（令和７
年３月策定）に基づき、「バイオトンネル方式」と新たに検討対象となった「ERS（急速発
酵乾燥資源化装置）方式」について、技術面や経済性等、多角的な視点から精査するもので
す。 

特に、ERS 方式による「サーマルリサイクル（燃料化・発電）」の実現可能性を詳細に検
証するとともに、民間が保有する処理機能や資源化インフラの有効活用策を含めた多様な
官民連携スキームの可能性を精査することで、本市にとって最適かつ持続可能な次期ごみ
処理体制の構築（整備・運営手法）に向けた「意思決定の根拠」を確立することを目的とし
ます。 

本業務の遂行にあたっては、高度な専門知識や豊富な実務経験、柔軟な企画提案力が求め
られることから、価格のみによる入札ではなく、公募型プロポーザル方式により広く民間の
高度な知見や創意工夫に富んだ提案を募集し、本業務に最も適した事業者を優先交渉権者
として選定するものです。 
 ※ERS 方式について 
 ・ERS とは、急速発酵乾燥資源化装置（Environmental Recycling System）の略です。 

・ERS は、設置場所の周辺に生息する土着菌を活用し、１日で廃棄物を殺菌・発酵・ 
乾燥して資源に変えるシステムです。 

 ・ERS は、(株)JET（東京都千代田区一番町１９全国農業共済会館）の特許技術です。 
 
２．業務概要 
（１）業務名 

小松島市新ごみ処理施設整備事業に係る処理方式詳細比較・事業スキーム構築業務 
（２）業務内容 
   本業務の内容は、別紙「小松島市新ごみ処理施設整備事業に係る処理方式詳細比較・

事業スキーム構築業務委託仕様書」（以下「仕様書」という。）によるものとします。 
（３）履行期間 

契約締結日の翌日から令和９年３月１２日までとします。 
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ただし、仕様書「４．本業務の内容」の（１）から（７）については、令和８年１１
月下旬から１２月上旬を目途として、報告書を提出してください。 

（４）提案上限額 
２１,０００,０００円（消費税及び地方消費税を含む） 
 

３. 発注者 
  小松島市 小松島市長 中山 俊雄 
 （担当部署） 

〒７７３－８５０１ 
  徳島県小松島市横須町１番１号 
  小松島市 市民環境部 市民環境課 施設整備室 
  電話：０８８５（３２）２１４７ FAX：０８８５（３３）２２３４ 
  電子メールアドレス：kankyouseisaku@city.komatsushima.i-tokushima.jp 
 
４．選定方式 
  選定方式は、本実施要領に記載する提案書等を求め、提案者の経験及び実施能力、提案

価格及び提案内容を総合的に比較検討し、最適な受託候補者を公募型プロポーザル方式
で選定します。 

 
５．参加資格要件 

本プロポーザルに参加できる者は、次に掲げる要件をすべて満たす者とします。 
（１）令和８・９年度本市の入札参加資格者名簿に登録されていること。 
（２）地方自治法施行令（昭和２２年政令第１６号）第１６７条の４第１項（同令第１６７

条の１１第１項において準用する場合を含む。）の規定に該当しないこと。 
（３）対象業務における小松島市での競争入札参加資格を有していること。 
（４）小松島市建設業者等指名停止等措置要綱及び小松島市物品調達業者等指名停止等措

置要綱に基づく指名停止等の措置を受けていないこと。 
（５）小松島市暴力団等排除措置要綱に基づく入札参加排除措置を受けていないこと。 
（６）過去 10 年間に、地方自治体における「一般廃棄物処理施設整備基本計画策定業務」

及び「民間活力導入可能性調査業務」の受託実績を有すること。 
（７）本業務の管理技術者は、技術士（衛生工学部門）またはこれと同等の資格を有するこ

と。管理技術者以外は管理技術者を兼ねることはできない。（本業務の公告日において
３か月以上の雇用関係にある者に限る） 

（８）会社更生法（平成１４年法律第１５４号）、民事再生法（平成１１年法律第２２５号）
による手続きを行っていないこと。 

（９）提出された書類の記載事項が虚偽でないこと。 



3 

６. スケジュール（予定） 
 本プロポーザルの実施スケジュールは、次のとおりとします。 

 
７. 配布資料及びその配布方法 
（１）配布資料 
 ア 小松島市新ごみ処理施設整備事業に係る処理方式詳細比較・事業スキーム構築業務 

公募型プロポーザル実施要領 
 イ 同仕様書 
 ウ 提出書類様式 
 （ア）参加表明書【様式１】 
 （イ）辞退届【様式７】 
（２）配布方法 
  小松島市公式ホームページからダウンロードしてください。 
  URL：https://www.city.komatsushima.lg.jp/kurashi/gomi/ 
 
８．参加表明書の提出 
（１）提出書類 
 ア 参加表明書【様式１】 

 手続き項目 日 程

 ・公 告 令和８年７月１０日（金）

 ・実施要領等の配布 令和８年７月１７日（金）まで

 ・参加表明の受付締切 令和８年７月１７日（金）午後５時まで

 ・参加資格確認結果通知書送付 令和８年７月３１日（金）

 ・質問書の受付締切 令和８年７月１７日（金）午後５時まで

 ・質問に対する回答 令和８年７月２３日（木）

 ・辞退届の提出期限 令和８年７月１７日（金）午後５時まで

 ・提案書の提出期限 令和８年８月７日（金）午後５時まで

 ・プレゼンテーション及びヒアリング審査 令和 8 年８月中旬から下旬

 ・優先交渉権者の決定・通知 令和 8 年８月下旬

 ・契約締結 令和 8 年８月下旬
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 イ 会社概要書【様式３】 
 ウ 業務実施体制及び実績調書 
 【添付書類】 
  ・直近３期分の決算時における貸借対照表及び損益計算書 
   ※決算時期の関係から、直近の決算時における財務諸表等の提出が困難な場合は、 

前回決算時の財務諸表等を提出してください。 
  ・会社の沿革、組織がわかる書類（パンフレット等でも可） 

エ 業務実績（法人等）【様式４】 
  ※５（６）に該当することがわかるもの。 
オ 建設コンサルタント登録規程（昭和５２年建設省告示第７１７号）による建設コンサ

ルタントの「建設環境部門」及び「廃棄物部門」の登録を受けていることを証する書類。 
 カ 管理技術者は、技術士（衛生工学部門）の資格を有することを証する書類。【様式５】 

※５（７）に該当することがわかるもの。 
 キ 誓約書【様式６】 
（２）提出部数 
  「（１）提出書類」のアからキまでについてそれぞれ１部 
（３）提出方法 
  持参または郵送（郵送の場合は配達の記録が残る方法に限る。） 
（４）提出期限 
  令和８年７月１７日（金）午後５時まで（必着） 
  ※受付時間は、提出期限までの市の執務時間（日曜日、国民の祝日に関する法律に定め

る休日及び土曜日以外の日の午前８時３０分から午後５時まで）とします。 
（５）提出先 
  〒７７３－８５０１ 
  徳島県小松島市横須町１番１号 
  小松島市 市民環境課 施設整備室 あて 
（６）参加資格に係る審査結果の通知 
  参加表明者の参加資格の有無を、令和８年７月３１日（金）に通知します。提出期限ま

でに参加表明書等が提出されなかった、または到着しなかった場合もしくは参加資格
を有する旨の通知を受けなかった場合は、提案書を提出することができません。 

（７）参加表明書提出後の辞退 
  参加表明書等を提出した後に、参加を辞退する場合は、辞退届を提出してください。 
 ア 提出書類 
  辞退届【様式７】 
 イ 提出期限 
  令和８年７月１７日（金）午後５時まで（必着） 
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 ウ 提出方法 
  ８参加表明書に同じ。 
 
９．質問及び回答 
（１）質問の受付期間及びその方法 
  本要領に基づくプロポーザルに関し質問がある場合は、令和８年７月１７日（金）午後

５時までに、【様式２】により、質問事項を記載の上、電子メールにより提出してくだ
さい。 

（２）提出先 
  ８（５）に同じ 
  メールアドレス：kankyouseisaku@city.komatsushima.i-tokushima.jp 
  メールのタイトルに「新ごみ処理施設整備事業プロポ質問」と含めてください。 
（３）質問に対する回答 
   質問に対する回答は、令和８年７月２３日（木）に、質問者を特定できない形で、 

その内容を小松島市公式ホームページに掲載します。 
プロポーザルに参加する者は、回答の内容を確認の上、提案書を提出してください。

なお、提案書を提出した者は、回答を確認したものとして審査を行います。 
 
10．提案書の提出 
 提案書の提出を要請された者は、仕様書に基づき、次のとおり提案書を作成してください。 
（１）業務提案 

令和 13 年度供用開始に向けた、方式選定とスキーム構築の並行検討の進め方。 
ア 業務実施体制 

（同種業務の実績、管理技術者及び照査技術者の資質、人員配置、大学等研究機関と 
の連携体制等） 

イ 業務実施工程 
（全体スケジュール、具体的な工程、スケジュール短縮の提案等） 

ウ 業務理解度 
（本市固有の課題把握、市の「ＣＯ２排出削減」方針への理解） 

（２）特定テーマに対する提案 
ア テーマ A：経済性（LCC）の検証。ＥＲＳ方式の特質（処理時間、事業規模等）を 

反映しつつ、各処理方式・事業スキームを比較できるＬＣＣ試算の手法について。 
イ テーマ B：事業手法の検討。将来のごみ排出量の変動リスクを回避するため、民間 

施設を活用した場合の財政削減効果（ＶＦＭ）や、市が技術リスクを負わないための 
手法と他の方式との比較検証について。 

ウ テーマ C：出口戦略の検討。生成物（固形燃料等）の出口戦略と、リスク対策とし 
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て、地域内外の民間施設へのサウンディングを実施し、自前で生成物を伴わない処理 
手法を選択した場合の実現可能性について。 

エ その他（創意工夫）：特定テーマ以外について、独自の提案がなされているか。 
オ 見積価格：価格点＝５×（提案者のうち最も低い見積価格）／（提案者の見積価格） 

（３）提出方法 
   参加資格の審査結果の通知において、参加資格を有する旨の通知を受けた者であっ

て、本プロポーザルへの参加の意思のある者（以下「提案者」という。）は、次のアに
掲げる書類を、提出期限までに「８（５）提出先」に持参または郵送（配達記録の残る
方法に限る。）してください。 

 ア 提案書 
 （ア）書式等【様式９から様式１０－３まで】 
   a 用紙サイズ：A４判を基本とします。ただし、A３判を使用した場合は、A４判２

枚と換算します。 
b 文字サイズ：１０．５ポイント以上 
c 印刷：両面を基本とします。ただし、資料の都合により両面印刷が困難または両
面印刷することで分かりにくくなる場合は片面印刷も可とします。 

 （イ）部数 
   ・正本１部（代表者印を押印したもの） 

・副本９部（社名・社員等の提案者が特定される情報を削除または黒塗り等により、
判読できないようにしてください。 
・CD－R １枚（正本を PDF 形式で保存したもの） 

（４）提出書類 
 ア 提案書表紙【様式８】※正本１部で可 
   代表者印を押印し、提案書の鑑表紙として提出してください。 
 イ 業務実施方針【様式９】 
   業務の実施方針について記載してください。 
 ウ 業務実施体制及び実施工程【任意様式】 
   業務の実施体制、分担業務、実施工程について記載してください。 
 エ 見積書【任意様式】※１部で可    
  見積書は、提案上限額（消費税及び地方消費税を含む）以内の見積金額を記載して 

ください。 
（５）提出期限 
   令和８年８月７日（金）午後５時必着とします。 
   ※受付時間は、提出期限までの市の執務時間（日曜日、国民の祝日に関する法律に定

める休日及び土曜日以外の日の午前８時３０分から午後５時まで）とします。 
   ※郵送の場合は、提出期限までに「必着」とします。 
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（６）提出先 
  ８（５）に同じ 
 
11．審査の方法 
（１）事業者選定に係る委員会の設置 
   受託候補者の選定基準の決定及び受託候補者の選定については、「小松島市ごみ処理

技術等検討委員会」において行います。 
（２）プレゼンテーション及びヒアリングの実施 
   提案書に記載の内容について、次のとおりプレゼンテーション及びヒアリングを 

実施します。 
  ア 実施時期 
    令和８年８月中旬～下旬（予定） 
    ※詳細な日程及びその会場については、別途、提案者に通知します。 
  イ 所要時間 
    １事業者あたり３０分程度（提案内容の説明２０分、質疑応答１０分） 
  ウ 説明者 
    会場に入場できる者は、説明者を含め３名までとします。 
  エ 準備物など 
    本市において、映写用スクリーンまたはテレビ、電源供給設備、プロジェクターを

用意しています。パソコン等のプレゼンに必要な物品については、提案者側で用意し
てください。 

（３）選定基準 
   別紙「審査基準」で示す評価の基準に基づき審査及び評価を行います。提案書の審査

は、各提案書の評価点を算定し、総合評価点の最も高い提案者を受託候補者として、次
に総合評価点が高い提案者を次点順位者として選定します。また、同点の者がいる場合
は、委員の多数決をもって受託候補者を選定します。参加者が１提案者の場合でも審査
及び評価を実施し、評価が一定基準（評価点が満点の６割以上）を満たしている場合は、
その者を受託候補者として選定します。 

（４）審査結果 
   審査結果は、令和８年８月下旬を目途に提案者に対し、結果通知書により通知すると

ともに、本市公式ホームページでも公表します。なお、審査結果に関する異議申し立て
については、受け付けないものとします。 

 
12．提案者の欠格事項 
 提案者が、次のいずれかに該当した場合は失格となります。 
（１）参加資格の要件を満たさなくなった場合 
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（２）提案書等が提出期限までに提出されなかった場合 
（３）提出書類に虚偽の記載があった場合 
（４）見積額が提案上限額の超過あるいは著しく低い金額での提案によって公正な競争が

困難と認められる場合 
（５）選考の公平性に反する行為があった場合 
（６）前各号に定めるもののほか、提案にあたり著しく信義に反する行為等により、選定委

員会が失格であると認めた場合 
 
13．契約の締結 
（１）契約 
   受託候補者と当該業務に係る契約内容及び仕様等について協議を行い、その内容に

ついて合意をしたときは、必要に応じ当該業務に係る仕様書を修正の上、作成するもの
とします。その後、仕様書（修正した仕様書を含む。）に基づき見積書を聴取し、その
額が予定価格の範囲内であるときは、随意契約の方法により契約を締結します。 

（２）契約保証金 
   要します。ただし、小松島市契約規則（昭和４９年３月３０日小松島市規則第１６号）

第２３条第３項各号のいずれかに該当する場合は免除することができます。 
（３）委託料の支払条件 
   受注者は、発注者による検収（履行確認）の完了後に業務代金を請求するものとし、

発注者は、適法な請求があった日から３０日以内に代金を支払うものとします。 
 
14. その他留意事項 
（１）著作権の帰属 

本業務の成果品（図面、計算書、パース、説明用スライド等）の著作権は小松島市に
帰属するものとします。 

（２）言語及び通貨単位 
   手続きにおいて使用する言語及び通貨単位は、日本語及び日本国通貨に限ります。 
（３）費用負担 
   書類作成及び提出に係る費用など、プロポーザルへの参加に伴い必要となる経費は

すべて参加者の負担となります。 
   本市がやむを得ない理由等によりプロポーザルを実施することができないと認める

ときは、プロポーザルの実施を中止し、または取り消すことがあります。その場合にお
いて、参加者は、本プロポーザルに要した費用を本市に請求することはできません。 

（４）提案に係る経費は、すべて提案者の負担とします。 
（５）提出されたすべての書類は、返却しません。 
（６）提出後の書類に係る差し替え、追加及び削除は認めません。 
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（７）提案書等の著作権は、当該提案書を作成した者に帰属するものとします。ただし、提
出された提案書等の全部または一部を無償で使用（複製、転記または転写をいう。）す
る許諾を、作成者は本市に与えるものとします。 

（８）提出された書類については、本市は、小松島市情報公開条例（平成１２年１２月２５ 
日小松島市条例第４７号）の規定に基づき、公開請求があった場合、その内容の全部ま 
たは一部を公開することがあります。また、その場合は、著作権法（昭和４５年法律第 
４８号）第１８条第３項第３号に基づき、提出された書類のうちの著作物でまだ公表さ 
れていないものを公衆に提供し、または提示することについて提出者が同意したもの
とみなされます。


